
染の実態を把握する上で重要な意義を宿している0今後更に拉会を得てこの調査を継続↓たい。

（4）カドミウム取扱工場周辺に棲息する雀の重金属蓄積状況調査

昭和45年入間部坂戸町日本ニュークロム軌本庄市債′沢化学㈱、の各ブッキ工場

ぉよび東松山市ジーゼル磯蕗感侍の排出如より、附近水田が汚染され、該水師産米中カドミウ

ムの蓄積をみる、という問題が起った0このことは公害問題として適切な対策がとられ処理されたq

ゎれわれは、この間題に関連して、カドミウム蓄童米の生物（島額）に対する影響を調査し、

・自然増境汚染の一端を解明すべく、当該埠域に棲息す芦雀の体内に存在する重金属（カ

ドミウム、鉛、鋼）の定量分析を行った0調査対象として雀を選んだ理由としては、その食性

よりして該水田の産米を啄射ることが考えられるという点、及び行動園の限られた留鳥であると

いう点からである0分析金属としては、カドミウムを主目的としたが、随伴的に鑑及び鋏も含めた

調査方法

採描場所と採塙教

A　坂戸呵中小軋日本ニュークロム㈱楯近水田17羽

B　本庄市仁手、横沢化学湖附近水田17羽

c騎西削、昆地区（対蘇として遜んだ）28羽尚採描は購許可証所持者に委託した0

採揃日時

昭和47年1月下旬

採凱た雀を実験室にて羽毛をむしり、解体し、頭部と駒＝吐骨、筋札内紅分けた0これら

二碩斡を硫酸及び′踊で壊乱、DDTC鮎艶、親王BK抽出鋸経て、原子吸光法により定量した0

単位　PP調 査 結 果　 単 位 ㌣ r 王n

㌦ －一一－－－－－ ・・－－－・－ ■■■
物 質 名　 敢 部 憫 匪 l　 骨

筋 肉　　 内 臓 1

一 坂　 カ ド ミ ウ ム　 0 ・0 2 9　　 0・0 4 3 0 ．0 1 8　　 0 ．1 6 2

冨 篭　 鉛　 3 ・4 0

区　 鏑　 2 ・2

4 ．2 0

2 ．8

0 ．3 0　 0 ．5 6

4 ．0　 3 ．9

本

庄

地

区

カ ド ミ ウム

鉛

鏑

0．0 2 2

7．4 7

1 8

0 ．2 3 8

1 1．6

3．4

0 ．0 1 1 0 ，2 3 4

0 ．3 7　 0 ．5 0

4 ．19　 4 ．6

騎 カ ド ミ ウ ム 0．0　2　6 0 ．1 1 1 0．0 1 6 0．2 0 4

0 ．1 3　 0・3 6

4 ．6　 2．8

西

地

区

鉛 1 ．7　9 1 ．7　3

－195－

一．＿d感
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蓑に見る如く各金属とも骨に多く含有されているが，カドミウムは内臓にも多い、地域別に見る

と坂戸と騎西（対照区）とではほとんど差異がなく、本庄地区が3金属とも最高値を示していた。

（5）下水道終末処理場における流入。放流水の重金属調査

1．県内の7市、大宮、所沢、秩父、行田、川口、川越、飯能には、終末処理場を有する下水道が

敷設され、一部の工場、事業所等の廃水はこれに排出されている。これらの処理場の流入水及び処

理水の軍金属拶の含量については、当所としては調査を行ったことがなく、どのような数値を示す

ものか、また重金属類も除去されるものか不明であった。そこで昭和47年1月から3月にかけて、

水質調査を行った。調査項目はクロム、カドミウム、鉛、水銀である。

2．分析方法

クロム：－JIS KOlO2

ジフェニルカルバヂド法

力ドミウム：一原子吸光法

鉛：一原子吸光法

水銀：－還元気化法

3，詭査転果　　単位呼／且

採取 月 日
至 場 所 H

全 ク ロム カ ド ミウム 鉛 水　 銀　 ≡

1．　 2　2 大　 宮 処理 前 0 ．0 2 不 坂 出 0＿0　5 至 堅 出

〝 ／′
T 遍 議

不 検 出 ／′
墓　 0 ．0 1

〝

2 ・ L 」 所　 沢 処理 前 0 ．0　2 〝 不 検 出

〝 〝 処理 後 不検 出 〝 〝

2．　 2　2 秩　 父 処理 前
／／ 〝 〝 不 検 出

〝 〝
！処 理後

／′ 〝 〝 〝

3．　　 3 行　 田 処理 前 〝 〝 〝 〝

／／ 〝
処理後

／′ 〝 〝 〝

3．　　 7 川　 口 処 理 前 0 ．3　6 0 ．0 0 1 0 ，0　4

〝 〝 処 理後 0，0　4 不 検 出 不 検 出

3 ．　 2 1 川　 越 処 理 前 0 ．2　3 0 ．0　0　2 0 ，0　2

〝 〝 処 理 後 不検 出 不検 出 0 ．0 1

3．　 2 1 飯　 能 処 理 前 〝 〝 0 ．0　7

〝 〝 処理 後 〝 〝 不 検 出

叶いて・


